








要約:ネフローゼ患児の学校生活における管現上の問題につき家族の意識調査をアンケー

ト方式により検討した。対象は 42 例(男 30,女 12)の患児家族である。患児の年齢は 12.7

±3.4 歳で、発症後数年を経過した状態と推測された。「学校に病気理解がある」と答え

たものは全体の 73.8%、「ない」と答えたもの 2.4%、「どちらともいえない」23.8%であっ

た。愚児の「給食の摂取」は90%に及んだが、「体育授業への参加」は 66.7%と低かった。

しかし、「遠足への参加」76.2%、「宿泊行事への参加」81.6%と増加し、これらから、「病

気が悪化しても両親の責任」のもとに参加させたい希望が強い(88.1%)ことが示唆され、

家族は患児の QOL を高めたい希望がつよいことが伺われた。


